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 河井寛次郎（1890-1966）は、濱田庄司（1894-1978）とならび、近代陶芸界における先

駆者のひとりである。河井は東京高等工業学校（現東京工業大学）窯業科を卒業の後、京

都市立陶磁器試験場の技手となり、近代的手法に基づく窯業技術者として作陶を行った。

また自らの窯を築き、個人作家として立った後には、宗教哲学者にして民藝運動の主催者

としても知られる柳宗悦（1869-1961）らと出会うことにより、新たな表現を模索すると共

に、民藝運動の主導者のひとりとして活動したことでも知られる。 

また河井は、陶器という形での表現のみならず、詩文を以て彼自身の美への思い、彼自

身の言葉によるならば「祈り」を表現した。雑誌『工藝』（1931-1948）への寄稿、詩集『火

の願ひ』（1947年刊行）などを通じて見られる河井の表現には、当然ながら共に活動を行っ

てきた民藝運動の同士である柳宗悦の影響が強く認められる。しかし、自らは作品を作ら

ず、宗教哲学者として「眼と直観」を通じて美を追い求めた柳と、生涯を陶工として過ご

すことを願った「手の人」河井、二人の間には「民藝」についての解釈を巡って微妙な差

異が認められる。河井が見出した「民藝」概念には、機械工業化された「民藝」、実践をと

もなう生活改善運動としての「民藝」など、柳が想定した「民藝」以上の幅があり、この

ような河井と柳の「民藝」観の差異は、1960年代に起きた「民芸ブーム」期における、用

語としての「民芸」の濫用にもそのまま繋がるであろうし、現在も続く、近代美術史から

切り離された河井寛次郎評価、ひいては柳宗悦評価にも繋がっているものと考えられる。 

これらを踏まえ、本発表に於いては、河井寛次郎と柳宗悦という二人の言説を比較する

ことにより、通底する「民藝」観を明らかにすると共に「民藝」という言葉の多様性を改

めて考察し、「あり得た民藝」について新たな解釈の可能性を検討したい。 


